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少し古い話になるが、昔から心中（しんじゅ
う）ものという文学のスタイルがある。曾根崎
心中や天の網島など心中や情死を題材とした江
戸時代の人形浄瑠璃・歌舞伎・歌謡のジャンル
である1]。近松門左衛門の人形浄瑠璃でも知ら
れる。「今生でちぎれない二人、きっとあの世
にて結ばれよう」という恨み言葉で終わるのが
落ちとなっている。このときの台詞に今生つま
りこの世とあの世とが出て来るので、私達はあ
の世のことを死んでから後の世界と考えるので
ある。この世では添うことの出来なかった二人
が共に命を絶って後の世、つまりあの世で結ば
れようというのがこの言葉の意味であろう。

そうすると、この世とあの世という二つの世
界が存在していてこの世は今生きている世界、
あの世は死んでから生まれる世界ということに
なるのである。このことをよく考えてみると、
この世は今現実に存在する世界であり、あの世
というのは今は存在していないが死んでから存
在する世界ということになる。つまり、世界に
二つの世界があることになるのである。

従って、昔からあの世とは死んでから後の世
界であってつまりは幽霊の世界ということにな
る。だからあの世というと私達はなんだか空恐
ろしい世界のことと思ってしまうのである。私
が今この世とあの世という題で話をするという
と大概の人はあの怖い幽霊の世界のことと思う
のであろう。

でも今私がしようとする「あの世」の話とい
うのはそんなオドロシイ話の事ではなくて「こ
の世」ではない世界のことである。この世の世
界のことではない世界だからやはり死んでから
後の世界になるとおもう人がいるかもしれない

がそれは間違いである。
この世ではない世界とは、この世以外の世界の

ことである。この世以外の世界とはこの世とは違
う世界のことである。この世とは違う世界とは、
何かこの世とは違う世界が他にあって、例えば地
獄や浄土が別にあってその世界のことをいうので
あるというのではなく、この世以外の世界であっ
てどこかにそんな世界があるというのではないの
である。つまり、存在する世界は一つであってそ
の他に何か違う世界があるというのではないので
ある。

こういってもなかなか分かりにくいと思うので
喩えを出してみよう。ここにコップ一杯の水があ
るとする。この水は今演題の上にあればそれはの
どを潤す甘露の水となるであろう。しかし、その
中に水虫の様なものが居るとすればその水虫にと
ってこの一杯の水は心地よい住みかとなるであろ
う。しかし、そこに蠅が飛んできて浸かってしま
ったとしよう。そうすれば、この水は蠅にとって
命を取りかねない恐ろしい武器になってしまうで

あろう。画家にとってはこの一杯の水はデッ
サンの対象になるかもしれない。そうすると
このコップ一杯の水はそれを見るものにとっ
て色々なものに変わるということが分かる。
つまり水はコップ一杯の水だけれども、今私
にとってそれは甘露の水であるが、水虫にと
ってそれは住み家となるのだから全く別のも
のといわなければならない。甘露の水と住み
家が二つある訳ではないのである。一つの物
が二つ三ついや四つの用を足していることに
なる。ここをいうのである。

この世とあの世とは同じ一つの世界である
が、見るものにとってそれは地獄ともなり
また極楽ともなるのである。この世も同じ事
である。この世を地獄と見るか極楽と見るか
それはひとえにこの私の見る目によるのであ
る。この世自体が変わる事ではないのであ
る。この世はあくまでも一つの世界である。
これを佛教では一如（いちにょ）というので
ある。

このことから考えてみれば、この世をいと
い捨ててあの世に行こうとしてもそれは実は
叶（かな）わない事で、結局は同じ世界の中
を行ったり来たりしているにすぎないのであ
る。この世とあの世とは実は同じ世界のこと
なのである。一つの世界を見ているにすぎな
い。仏の知恵の目を通せばこの世は極楽、煩
悩だらけの私の目を通してみればこの世は地
獄になるのである。この苦しい世界が本当は
極楽、浄土なのである。だからこそ今この瞬
間から見る角度を変えて極楽浄土に遊ぶ身に
させて頂こうではありませんか。　　　　　
南無阿弥陀仏

佛教はあれとこれと分別す
る教えではなく、
一如の世界を説
く教えである。


